
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
産
業
人
材
・
雇
用
対
策
課
）　

　

一

告　
　
　

示

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
の
指
定 

（
介
護
保
険
室
）　

　

一

〇
保
育
士
登
録
業
務
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（
子
育
て
支
援
室
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（
農
林
水
産
経
営
支
援
課
）　

　

三

〇
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
の
委
託 

 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
農
業
改
良
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
建
設
業
の
営
業
の
停
止
（
二
件
） 

（
事
業
管
理
課
）　

　

四

〇
道
路
の
区
域
決
定 

（
道　

路　

課
）　

　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

 

（
都
市
計
画
課
）　

　

六

〇
建
築
士
事
務
所
の
監
督
処
分 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

六

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
の
適
当
の
決
定 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
の
管
理
規
程
の
認
可 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
三
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

七

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定 

（
会　

計　

課
）　

　

八

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

八

規　
　
　

則

　

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
七
号

　
　
　

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
第
三
号
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
、
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働

者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
十
三
条
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
」

を
「
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
」

を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
」
を
「
第
一
条

の
四
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
六
号
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
中 

を

 

に
改
め
る
。　
　
　

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
様
式
第
一
号
に
よ
る
職
場
適
応
訓
練
申
込
書
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
市
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」

雇
用
保
険
金
受

給
資
格
者
番
号

　
歳

年
齢

男
　
女

氏
　
名

「

」
歳

年
　
齢

男
　
女

氏
　
名

「



町
村
事
務
受
託
法
人
を
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
育
士
登
録
業

務
に
係
る
手
数
料
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
五
丁
目
五
十
三
番
一
号

　
　

社
会
福
祉
法
人
日
本
保
育
協
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
立
支
援
医
療
の

う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

清
山
会
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
平
形
百

三
十
九
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
登
米
市
社
会
福

祉
協
議
会

登
米
市
迫
町
北
方
字
大
洞
四
十

五
番
地
三

恵
泉
会
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
い

き
い
き

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
江
合
三
丁

目
十
六
番
地
二

恵
泉
会
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ら

く
ら
く

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
江
合
三
丁

目
十
六
番
地
二

指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
の
名

称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

社
会
福
祉
法
人
清
山
会

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
平
形
百
四

十
番
地
二

西
條
栄
一

社
会
福
祉
法
人
登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

登
米
市
迫
町
北
方
字
大
洞
四
十
五

番
地
三

伊
藤
進
二

社
会
福
祉
法
人
恵
泉
会

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
江
合
三
丁
目

十
六
番
地
二

佐
々
木
典

受
託
事
務
の
種
類

介
護
保
険
法
第
二
十

四
条
の
二
第
一
項
第

二
号
の
事
務
（
要
介

護
認
定
等
調
査
事

務
）

介
護
保
険
法
第
二
十

四
条
の
二
第
一
項
第

二
号
の
事
務
（
要
介

護
認
定
等
調
査
事

務
）

介
護
保
険
法
第
二
十

四
条
の
二
第
一
項
第

二
号
の
事
務
（
要
介

護
認
定
等
調
査
事

務
）

指
定
の
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

〇
四
一
二
二
〇
〇
〇
四
〇

〇
四
一
一
三
〇
〇
二
四
七

〇
四
一
五
二
〇
〇
五
八
三

〇
四
一
五
四
〇
〇
七
二
〇

多
機
能
型
事
業
所
旭
園

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
本

船
迫
字
沢
田
三
十
九
番

地Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ栗
原
市
志
波
姫
沼
崎
堰

畑
百
四
十
三

フ
ル
ハ
ウ
ス

仙
台
市
泉
区
南
光
台
東

三－

十
一－

三
十
五

フ
ル
ハ
ウ
ス

仙
台
市
宮
城
野
区
松
岡

町
十
七－

一

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ソ
レ

イ
ユ
仙
台
市
太
白
区
四
郎
丸

字
前
九
十
二

生
活
介
護

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
移
行
支
援

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

社
会
福
祉
法
人

福
寿
会

特
定
非
営
利
活

動
法
人
栗
原
市

障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー

特
定
非
営
利
活

動
法
人
フ
ル
ハ

ウ
ス

特
定
非
営
利
活

動
法
人
フ
ル
ハ

ウ
ス

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
六
〇
〇
一
五
七

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
三
三

〇
四
一
二
八
〇
〇
〇
八
八

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

こ
う
そ
う

宮
城
郡
利
府
町
し
ら
か

し
台
六－

一－

十    

社
会
福
祉
法
人
円　

ま

ど
か
荒
浜

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字

一
本
杉
北
二－

二

ク
ロ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ス

加
美
郡
加
美
町
上
狼
塚

字
東
北
原
十
二－

一

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
幸
創

社
会
福
祉
法
人

円加
美
町
長

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日



　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
相
談
支
援
事
業

者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産
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名　
　
　

称

有
限
会
社
中
里
薬
局

調
剤
セ
ン
タ
ー

た
か
ぎ
調
剤
薬
局
中

央
店

た
か
ぎ
薬
局
鹿
又
店

た
か
ぎ
薬
局
鹿
妻
店

た
か
ぎ
薬
局
清
水
店

響
調
剤
薬
局

所　
　
　

在　
　
　

地

石
巻
市
中
里
二
丁
目
十
二－

一

石
巻
市
中
央
三
丁
目
五－

十
三

石
巻
市
鹿
又
字
伊
勢
前
五
十
二

－

三
石
巻
市
鹿
妻
南
二
丁
目
九－

一

石
巻
市
清
水
町
一
丁
目
七－

十

三石
巻
市
蛇
田
字
北
経
塚
十
八－

七

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

指
定
有
効
期
間

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

株
式
会
社
高
橋
薬
局

向
陽
店

た
か
ぎ
薬
局
赤
井
店

和
薬
局

調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ
ド

ラ
ッ
ク
利
府
店

サ
ン
テ
薬
局
日
吉
台

店た
か
ぎ
薬
局
女
川
店

南
三
陸
ス
マ
イ
ル
薬

局

石
巻
市
向
陽
町
三
丁
目
二
十
一

－

十
四

東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
五
十
九

－

十
九

東
松
島
市
矢
本
字
上
河
戸
二
百

九
十
三－

七

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
大
谷

地
五
十
三－

一

黒
川
郡
富
谷
町
日
吉
台
一
丁
目

二
十
一－

三

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
浜
字
鷲
神

八
十－

一

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
十

日
町
百
四
十
二－

三

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月

一
日

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
九
〇
〇
〇
七
〇

〇
四
一
一
二
〇
〇
二
九
八

〇
四
一
二
七
〇
〇
二
八
八

〇
四
一
二
七
〇
〇
二
九
六

〇
四
一
五
一
〇
〇
七
三
四

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

居
宅
介
護
さ
く
ら
ん
ぼ

多
賀
城
市
栄
一
丁
目
一

番
二
十
五
号

パ
ル
め
ぐ
み

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
江

合
三
丁
目
十
六
番
地
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

郷
和
荘

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢

字
鶴
田
山
三
十
六
番
地

の
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

七
峰
荘

黒
川
郡
大
衡
村
大
瓜
字

長
町
七
十
七
番
地
の
三

ぱ
ー
と
な
ー

仙
台
市
青
葉
区
栗
生
一

丁
目
二
十
五
番
地
の
一

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

生
活
介
護

短
期
入
所 

短
期
入
所

生
活
介
護

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

嶋
福
祉
会

社
会
福
祉
法
人

恵
泉
会

社
会
福
祉
法
人

永
楽
会

社
会
福
祉
法
人

永
楽
会

社
会
福
祉
法
人

幸
生
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
三
一
四
〇
〇
一
八
三

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

医
療
法
人
社
団
健
育
会
ひ
ま
わ

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

東
松
島
市
赤
井
字
八
反
谷
地
百

番
地
五

設　

置

者

名

医
療
法
人
社
団
健
育
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日



業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

角
田
市
梶
賀
字
高
畑
北
百
五
十
三
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
南
中
央
森
林
組
合

　
　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
二
十
一
番
地
の
一　
　
　
　

川
崎
町
森
林
組
合

　
　

伊
具
郡
丸
森
町
字
田
町
南
一
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
森
町
森
林
組
合

　
　

白
石
市
福
岡
長
袋
字
岩
崎
八
十
一
番
地
の
六　
　
　
　
　
　
　

白
石
蔵
王
森
林
組
合

　
　

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
直
南
沢
三
十
九
番
地
の
二
十
三　

黒
川
森
林
組
合

　
　

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
万
吉
前
十
九
番
地
の
一　
　
　
　
　
　

宮
城
中
央
森
林
組
合

　
　

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
長
田
百
二
十
九
番
地
の
一　
　
　
　

大
崎
森
林
組
合

　
　

栗
原
市
栗
駒
桜
田
街
道
西
十
一
番
地
の
九
十
六　
　
　
　
　
　

栗
駒
高
原
森
林
組
合

　
　

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
小
池
百
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

登
米
町
森
林
組
合

　
　

登
米
市
東
和
町
米
川
字
小
田
百
十
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　

東
和
町
森
林
組
合

　
　

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
小
麻
七
十
八
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

津
山
町
森
林
組
合

　
　

本
吉
郡
本
吉
町
坊
の
倉
八
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
吉
町
森
林
組
合

　
　

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
四
十
四
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
沼
市
森
林
組
合

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
百
三
十
八
番
地
の
三　
　

南
三
陸
森
林
組
合

　
　

石
巻
市
大
瓜
字
棚
橋
下
待
井
六
十
五
番
地
の
一　
　
　
　
　
　

石
巻
地
区
森
林
組
合

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
二
丁
目
四
番
四
十
六
号　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会　

　
　

仙
台
市
青
葉
区
東
照
宮
一
丁
目
八
番
八
号　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
木
材
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
沿
岸
漁
業
改
善

資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

石
巻
市
開
成
一
番
二
十
七

　
　

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
改
良
資
金

に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
十
番
地
の
三　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
東
二
丁
目
十
五
番
地
の
二　
　
　
　
　
　

仙
台
農
業
協
同
組
合

　
　

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
田
沢
字
遠
原
三
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組
合

　
　

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

　
　

岩
沼
市
中
央
二
丁
目
五
番
三
十
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
沼
市
農
業
協
同
組
合

　
　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目
六
番
地
の
二　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

　
　

大
崎
市
古
川
北
町
三
丁
目
十
番
三
十
六
号　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
農
業
協
同
組
合

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字�
木
町
十
四
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

　
　

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
二
ツ
屋
三
十
九
番
地　
　
　
　
　
　
　

い
わ
で
や
ま
農
業
協
同
組
合

　
　

遠
田
郡
美
里
町
字
素
山
町
一
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ど
り
の
農
業
協
同
組
合

　
　

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
見
渡
二
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合

　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一　
　
　
　
　
　
　

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

　
　

石
巻
市
中
里
五
丁
目
一
番
十
二
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組
合

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
大
森
一
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
三
陸
農
業
協
同
組
合

　
　

仙
台
市
青
葉
区
錦
町
一
丁
目
六
番
二
十
五
号　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
酪
農
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命
じ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
し
た
年
月
日
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平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

二　

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称

三　

処
分
の
内
容

　
　

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止
命
令

　

１　

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

　
　
　

建
設
業
に
係
る
営
業
の
全
部

　

２　

営
業
停
止
期
間

　
　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
の
七
日
間

四　

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
有
限
会
社
ア
イ
ソ
ニ
ッ
ク
と
、
同
項
に
定
め
る

「
軽
微
な
建
設
工
事
」
の
範
囲
を
超
え
る
下
請
契
約
を
反
復
継
続
的
に
締
結
し
た
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第

六
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命
じ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

二　

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称

三　

処
分
の
内
容

　
　

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止
命
令

　

１　

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

　
　
　

建
設
業
に
係
る
営
業
の
全
部

　

２　

営
業
停
止
期
間

　
　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
日
か
ら
同
月
十
二
日
ま
で
の
三
日
間

四　

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
「
軽
微
な
建
設
工
事
」

の
範
囲
を
超
え
る
下
請
工
事
を
反
復
継
続
的
に
請
け
負
っ
た
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

決
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木

事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

く
り
こ
ま
高
原
停
車
場
伊
豆
沼
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

国
道

二　

路　

線　

名　

三
百
九
十
八
号

三　

道
路
の
区
域
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商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

株
式
会
社
こ
あ

阿
部　

文
雄

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
神
明
百
八
十
一
番
一

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

特－

十
七

第
七
千
七
百
六
十
六
号

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

有
限
会
社
ア
イ
ソ
ニ
ッ
ク

松
下　

泰
成

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

多
賀
城
市
桜
木
三
丁
目
七
番
十
五－

二
〇
二
号

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

許
可
な
し

区　
　
　
　
　
　
　

間

栗
原
市
志
波
姫
上
戸
南
一
三
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
若
柳
字
上
畑
岡
獅
子
ヶ
鼻
一
七
九
番
一
地
先
ま
で

敷

地

の

幅

員

　
　

（
メ
ー
ト
ル
）

一
八
・
〇
〜
一
〇
五
・
〇

敷

地

の

延

長

　
　

（
メ
ー
ト
ル
）

五
四
九
・
六



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
北
部
土
木
事
務
所

栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

く
り
こ
ま
高
原
停
車
場
伊
豆
沼
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

　

２　

名
称　

多
賀
城
駅
北
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日

二　

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名
（
当
該
建
築

士
事
務
所
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
設
者
の
名
称
及
び
そ
の
代
表
者
氏
名
）、
当
該
建

築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務
所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は
木
造
建
築
士
事
務
所
の
別
並
び
に
当
該
建
築
士
事

務
所
の
登
録
番
号

　
　

株
式
会
社
間
組
東
北
支
店
一
級
建
築
士
事
務
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
片
平
一
丁
目
二
番
三
十
二
号

　
　

株
式
会
社
間
組　

代
表
取
締
役
社
長　

小
野
俊
雄

　
　

一
級
建
築
士
事
務
所

　
　

宮
城
県
知
事
登
録
第
〇
三
〇
一
〇
二
一
三
号

三　

監
督
処
分
の
内
容

　
　

建
築
士
事
務
所
の
閉
鎖
六
月
（
平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
）

四　

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

建
築
士
事
務
所
を
管
理
し
て
い
た
建
築
士
が
、
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
二
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
懲
戒
処
分
を
受
け
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
亘
理
町
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
田
沢
地
区
）
計
画
を
適
当
と
決
定
し
た
の

で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称
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変　

更　

の　

区　

間

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
狐
谷
地
無
番
地
先
か
ら

同
市
北
上
町
十
三
浜
字
吉
浜
無
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

六
・
一
〜一
一
・
四

一
〇
・
五
〜二
八
・
二

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
、
九
三
八
・
〇

一
、
九
三
八
・
〇

変　

更　

の　

区　

間

栗
原
市
若
柳
字
上
畑
岡
獅
子
ヶ
鼻
一
七
九
番
一
地

先
か
ら

同
市
若
柳
字
上
畑
岡
獅
子
ヶ
鼻
一
一
五
番
二
六
七

地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇
〜四
三
・
〇

三
〇
・
〇
〜六
八
・
八

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

三
一
七
・
五

二
九
九
・
五



　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
（
田
沢
地
区
）

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

亘
理
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
迫
川
沿
岸
土

地
改
良
区
が
管
理
す
る
柳
原
頭
首
工
（
揚
水
機
及
び
用
排
水
樋
管
）
の
管
理
規
程
を
次
の
と
お
り
平
成
二
十
年
三
月
三

十
一
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

大　
　

平　
　

輝　
　

雄　
　
　

　
　
　

柳
原
頭
首
工
（
揚
水
機
及
び
用
排
水
樋
管
）
管
理
規
程
（
概
要
）

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
国
営
附
帯
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
迫
川
上
流
地
区
の
水
利
使
用
規
則
（
平
成
十
六
年
四
月
五

日
国
東
整
水
第
二
〇
八
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
柳
原
頭
首
工
（
堰
堤
、
取
水
施
設
、
そ
の
他
付
帯
設
備
を
含
む

（
以
下
「
頭
首
工
」
と
い
う
。））
の
取
水
方
法
及
び
管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　

放
流
又
は
取
水
に
関
す
る
事
項

１　

か
ん
が
い
用
水
の
た
め
に
頭
首
工
か
ら
取
水
す
る
期
間
は
、
毎
年
五
月
六
日
か
ら
九
月
一
〇
日
ま
で
と
し
、
そ

の
水
量
は
毎
秒
〇
・
四
九
五
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

２　

取
水
は
、
頭
首
工
で
の
河
川
流
量
が
毎
秒
〇
・
〇
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
の
超
え

る
部
分
の
範
囲
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

頭
首
工
の
放
流
ゲ
ー
ト
は
、
下
流
に
お
い
て
必
要
な
河
川
流
量
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
場
合
等
に
限
り
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

頭
首
工
か
ら
の
放
流
に
よ
っ
て
下
流
の
水
位
に
急
激
な
変
動
を
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
以
下
「
急
激
な

変
動
の
場
合
」
と
い
う
。）
の
関
係
機
関
へ
の
通
知
は
、
放
流
開
始
の
約
一
時
間
前
に
行
う
も
の
と
す
る
。

５　

急
激
な
変
動
の
場
合
の
一
般
へ
の
周
知
は
、
頭
首
工
地
点
か
ら
熊
川
頭
首
工
地
点
ま
で
の
熊
川
の
区
間
に
つ
い

て
、
防
災
無
線
に
よ
り
警
告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

６　

頭
首
工
の
ゲ
ー
ト
を
操
作
し
た
場
合
は
、
操
作
の
開
始
・
終
了
時
刻
、
水
位
、
放
流
量
等
を
記
録
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二　

施
設
を
操
作
す
る
た
め
必
要
な
機
械
、
器
具
等
の
点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項

１　

堰
ゲ
ー
ト
等
を
操
作
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
器
具
に
つ
い
て
は
、
点
検
整
備
を
行
い
常
に
良
好
な
状
態
に
保

つ
も
の
と
す
る
。
特
に
、
洪
水
、
暴
風
雨
、
地
震
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
異
常
な
現
象
で
あ
っ
て
そ
の
影
響
が
堰

に
及
ぶ
も
の
が
発
生
し
た
と
き
は
、
発
生
後
速
や
か
に
堰
の
点
検
を
行
い
、
堰
に
関
す
る
異
常
な
状
態
が
早
期
に

発
見
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

栗
駒
地
区
、
金
成
地
区
の
震
度
階
が
四
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
点
検
を
行
う
も
の
と
す
る
。

三　

洪
水
時
そ
の
他
緊
急
事
態
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項

１　

頭
首
工
に
関
し
て
洪
水
、
暴
風
雨
、
地
震
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
異
常
か
つ
重
大
な
状
態
が
発
見
さ
れ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
、
応
急
の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
関
係
機
関
へ
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

洪
水
警
戒
体
制
時
に
は
、
職
員
を
担
当
部
署
に
配
置
し
、
頭
首
工
を
操
作
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
器
具
の
点

検
整
備
、
そ
の
他
管
理
の
た
め
必
要
な
措
置
、
頭
首
工
の
操
作
記
録
の
作
成
等
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

四　

そ
の
他
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

１　

頭
首
工
の
管
理
責
任
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。）
は
、
水
利
使
用
規
則
、
河
川
関
係
法
令
、
こ
の

管
理
規
程
を
遵
守
し
、
適
正
な
水
利
使
用
及
び
管
理
を
行
う
も
の
と
し
、
二
迫
川
沿
岸
土
地
改
良
区
に
管
理
主
任

者
一
人
を
置
く
も
の
と
す
る
。

２　

管
理
主
任
者
は
、
職
員
を
指
揮
監
督
し
て
、
頭
首
工
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
こ
の
管
理
規
程
に
定
め
の
な
い
事
項
（
異
常
事
態
の
発
生
に
よ
り
緊
急
に
処
理
を
要
す
る
も
の
を
除

く
。）
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
管
理
責
任
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号

　

石
越
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

和　
　

泉　
　

長　
　

衛　
　
　

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
財
務
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
保
守
業
務　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
会
計
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日

四　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

e
-m
iya
g
i

財
務
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
企

業
連
合　

（
代
表
構
成
員
）
富
士
通
株
式
会
社
東
北
営
業
本
部　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
三
番
二
十
二
号　

（
構
成
員
）
カ
メ
イ
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
一
番
十
八
号　

（
構
成
員
）
株
式
会
社
富
士
通
東

北
シ
ス
テ
ム
ズ　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
四
丁
目
二
番
三
号

五　

契
約
金
額　

二
億
二
千
三
百
十
二
万
五
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
第
八
号
該
当

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
七
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
八
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
年
四
月
十
六
日　

午
後
二
時

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

１　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

２　

校
長
及
び
教
員
の
採
用
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

３　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

４　

宮
城
県
指
定
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

七
人

五　

傍
聴
手
続

１　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
南
一
番
、
七
番
、
八
番
、
九
番
、

十
番
、
十
一
番
、
十
二
番
、
十
三
番
、
十
四
番
及
び
一
番

の
地
先
水
路

　

亘
理
郡
山
元
町
浅
生
原
字
日
向
十
六
番
地
二

　
　
　
　
　
　
　
　

有
限
会
社
寺
嶋
葬
祭

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
高
屋
字
倉
東
一
番
一
、
二
番
一
、

九
番
、
十
番
、
十
一
番
及
び
十
二
番
一

　

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
中
原
五
十
五
番
地
四
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
わ
た
り

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
百
二
十
番
二
及
び
百
二
十
一
番

十
一
の
各
一
部

　

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
百
二
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田　

優



六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）
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